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研究ノート'
貿易と資本蓄積
—鬼木•宇沢のモデルをめぐって一
矢 野 恵
〔I〕 はしがき
〔I〕 鬼木・宇沢のモデルーケインズ的貯蓄パターン一
〔頂〕 バーダンのモデルー古典的貯蓄パターン一
〔IV〕結び
〔I〕はしがき
「国際貿易と経済成長」，のテーマについては，既に危大な数に上る文献が著わされてい
るが，これら従来の研究は，「ドル不足問題」の解明に端を発した「経済成長と交易条件J
の論争に代表されるように，主として，経済成長（人口増加， 資本蓄積，および技術進
歩）が貿易に及ぼす影響に焦点を合せたものであり， (1)貿易が成長に与える反作用につい
てはやや等閑に付したきらいがある。バグワッティ〔5〕も指摘するように， (2)国際経済理
論の分野にあっては，比較静学に比べて動学に関する研究は余りにも乏しいと言わねばな
・らない。とはいうものの，ペンスサンーバット〔4〕を先駆とし，新開〔 8〕，鬼木・宇沢
〔7〕，バー ダン〔2〕，〔3〕，シュリニバサン(9〕，ボー ルドウィン〔 1〕などにより，資本財
貿易を導入することにより貿易理論に資本蓄積過程を内生的に組み込むという重要な試み
がなされていることは，これを見逃してはならない。本稿においては，最近の二部門成長
モデルを巧みに開放体系に拡張し，ヘクシャー・オリーンモデルの動態化をなし遂げた鬼
木・宇沢〔7〕およびバー ダン〔2〕の論文を中心に，貿易と経済成長の相互作用の解明を概
観したいと思う。 ｀ 
鬼木・宇沢モデルの貢献は，各国の資本蓄積が貿易のパターンを変化させ，また逆にそ
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れが資本財の輸出入の変化を通じて各国の資本蓄積に影響を与えるという資本蓄積と貿易
の相互関連を厳密に分析し，さらに，資本集約度条件が満たされるならば，均衡成長径路
の安定性が保証されることを明らかにした点にある。—方，バーダン〔 2 〕は，これとは独
立に，貯蓄パターンを除いては全く同一のモデルを構成した。(8)ただそれが所与の特化の
パター・ンの下における均衡成長径路の安定性の検討にとどまっていた点，未だ不十分であ
ったが，資本集約度条件以外に代替の弾力性条件を明確にしているのがその特色である。
次節において我々は国民所得の一部が貯蓄されるというケインズ的貯蓄パターンを用いた
鬼木・宇沢モデル〔7〕を紹介し，かつ，彼らが分析しなかった資本財の方が資本集約的で
ある場合についても検討を加える。次いで第皿節では，賃金所得はすべて消費され，利潤
所得の一部が貯蓄されるとしヽう古典的貯蓄パターンによるバーダンのモデル〔2〕を吟味す
ることにより，需要条件の相違が貿易と資本蓄積の過程にいかなる影響をもたらすかを検
討する。最後の節において，このようなモデルに対する若干のコメントならびに展望を試
みたい。
註(1) 経済成長と貿易の比較静学的分析については，たとえば高山〔10〕を参照。
(2) バグワッティ〔 5〕p. 203参照。
(3) パー ダン〔2〕p. 455, 註(2)参照。
〔1I〕 鬼木・宇沢のモデルーケインズ的貯蓄パターン一
(2. 1) 仮定
1. 2国， a,fJが存在し，それぞれ消費財および資本財の生産，貿易に従事している。
2. 両財とも，労働および資本の2要素によって生産される。生産関数は両国において
同一であり，規模に関する収獲不変が支配し，各要素の限界生産力は逓減する。
3. 各国内においても，国際的にも完全競争が支配している。
4. 財は両国間を自由に移動する。要素は，国内は自由に移動するが，両国間は一切移
動しない。
5. 労働の成長率は一定で両国とも等しく，外生的に与えられる。
記号
1部門…資本財部門 C部門…消費財部門 Y・・・粗国民生産物 Yrj部門の総供給
Xrj財の輸入量 Kr・i部門の資本ストック Lri部門の雇用労働量 K…経済
全体の資本ストック L…経済全体の労働量 P・ ・・消費財に対する資本財の相対価格
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W・・・賃金率 r••· 資本収益率 n…労働の成長率 S・・・総国民所得からの貯蓄性向 y(=
Y/L)・・・経済全体の労働の生産性 Y;(=Y1/L)…総労働単位当りの j部門の総供給
x(=X1/L)…総労働単位当りの資本財の輸入 k;(=杓／ら）・・i部門の資本・労働比
率 l;(=L;/L)・・・i部門の雇用配分比率 k(=K/L)・・・総資本・労働比率 w(=w/r) 
…賃金率・資本収益率比
(2.2) モデル
(1) Y}(t)=F1(K}(t), L}(t))+X}(t) 
(2) Yi(t)=凡(Ki(t),Li(t)) + Xi(t) 
(3) K}(t)+K~(t)=Ki(t) 
(4) L~(t) + L !Ct) =Li (t) 
(5) wi(t)翌 (t)翌｛，が(t)加）記
等号は F1(K;(t),L~(t))>O の場合
(6) wi→翌；，が(t)~胚c_
c aK! 
等号は Fc(Ki(t),Li(t))>O の場合
(7) X!(t)+P(t)X;(t)=O 
18) yi (t)=四(t)+P(t)Yj(t)
=Fc(K!(t), L! (t) + P(t)F1(K j(t), L}(t)) 
(9) P(t)Y;(t)=siYi(t), O<s;<l 
UO) X~(t)+Xり(t)=O
Ul) 江(t)+対(t)=O
•. 
U2l L'(t)/Li(t)=n 
U3) Ki(t)=均(t)(1)
……資本財の総供給
……消費財の総供給
……資本の完全利用
……労働の完全雇用
l--資源の最適配置
……貿易収支の均衡
……粗国民生産物
……貯蓄パターン
＼ 一国の輸入は他
. …•国の輸出に等し
j し‘
……労働成長
……資本蓄積
静学体系(1)―Ul)により，諸変数とくに各国の投資 Y~(t)が決定され，動学方程式U3)が資
本蓄積率を決定する。これに対応して，貿易量 xt(t), x;(t)の均衡径路も決定され
る。
(2.3) 短期均衡の決定ー相互需要関数
55 
sb 腺西大學『鯉演論集』第17巻第 1号
さて，貿易の短期均衡は，両国の相互需要関数によって決定される。各国について，資
本財の世界価格Pをバラメーターとして(1)一(9)を解くことにより， Y;, Y, K;, L;, w, 
r, およびふが決定される。以下，相互需要関数の性質を吟味するが，比率の体系に直
すのが便利である。 (1),(2), (5), (6)は，
U4l Yr= f1(k1)11+ふただし， f;(k;)=F;(k;,1), 
US) Yc=fcCkc)lc-PX 
U6) w=fc(kc)-kcfc'(kc)=PU1(k1)-kd/(k1)) 
U7) r=fc'(kc)=Pfr'(k1) 
US) W=w/r= カ(k;)
f/(k;) 
-k; 
これより，最適資本・労働比率朽は 0 により決定される。
U9) 
dk;(w) 〔f/(k;(w))〕2
dw f;(k;(w))・f/'(k;(w)) >O 
聞より，資本財の供給価格 Pも(t)の関数となる゜
(20) P (w)=-fc'(kc(w)) 
fr'(k1(w)) 
1 dp(w) 1 
(21) ＝ P(w) dw 幻(w)+w-kc(w)+w 
これより， kc(w)~k1(w) に従って，
(3)一(6),(8), (9) Iま，
(2) k1(w)l1+kc(w)lc=k 
(23) l1+lc= 1, I> lc~O 
(24) y=必+PYr
(25) p町 =sy
(26) P<P(w) ならば，
(27) P>P(w) ならば，
dp(w) 
dw 
11=0 
lc=O 
(28) l1>0かつ z.>o ならば， P=P(w)
~o 
……消費財特化
……資本財特化
……不完全特化
さて，特化のパターンが資本財の世界価格と 2つの臨界的な供給価格の関係から決まる
ことは， Fig.1および Fig.2から明らかである。 Fig.1より， kc>幻の場合，所与の
Kに対し， pmin(k)および Pmax(k)が決まる。(2)Fig. 2も同様。これより， 3つの場
合が得られる。
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Fig. 1 kc(eo)>k1(eo) 
Case I O<P~Pmin(k) 
(29) l1=0, le= 1 
Case I p;,;;p max(k) 
130) l1= 1, lc=O 
Case m pmin(k)<P<Pmax(k) 
Fig. 2 kc(w)<幻(w)
……消費財特化
……資本財特化
……不完全特化
[ 1= -kc(~ 己
kc(w)-k1(w) >O 
(31) . い=—__ kーカ(w)
kc(w)-kr(w) >O 
次に，資本財の輸入需要（相互需要）を導出しよう。 U4l,U51, (24), および(25)より
(32) X= sfc(kc)lc p (1 -s)f1(k1)l1 
が得られる。 k1,kぃおよび Ir,leは所与の世界価格 P より決定されるから， X=X(P)
と表わされる。 x(P)は，先の 3つの特化のバターンに応じて，次のようになる。
(3) :x(P)=sfc(k)/P, for 0くた~min(k)
⑳ x(P)=一(1-s)fI(k), for P~Pmax(k) 
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fr'(桁(cu))
(35) x(P)= kc(w)-k1(w) 〔{s(kc(w)+w)+(1-s)(k心）+w)}(k+w) 
-(k心）+w)(k心）+cu)〕， forPmin(k)<P<Pmax(k) 
この関数の性質を調べねばならないが，消費財特化の場合， XはPの単調減少関数，資
本財特化の場合， Xは一定なることは(3), (34)より明白である。不完全特化の場合におい
て，まず X と0 の関係を考察しよう。 (35)より
(36) 
dx fr'(kr) 
＝ dw (kc-kr)2 〔幻'(w)(k叶 w)(k-kc)+kc'(w)(k叶 w)(k1-k)
＋ 
(kc-kr)2(kr-k) 
s 桁＋。〕
dx 
が得られ， kcE::krに応じて一一s,;o。ところで，dw 
X 
?
／誓）
/ X(P) 
Pmax(兌）
Pmin (兌）
?
（ 
ー(1-S治（伶）
Fig. 3 
yな‘
I 
必'fc(約VP
＼ 
I 
v"-が (P,が）
。 ?
＼ v牧'(P,が）＼ー沢(1-s"')fJ(k"')
V, ガ
Fig. 4 
． 
心/dp=dx / dP 
dw dw であり'(21)を考
慮して
(37) dx/dP<O 
即ち，不完全特化の場合，資本財輸
入需要 Xは資本財世界価格Pの単調
減少関数である。これを図示すれば
Fig. 3の通りである。
相互需要関数 x(P)の形状は，特に
総資本・労働比率Kに依存するから，
以下 x(P,k)で示す。
以上のごとく，所与の炉， kf>に
対し，両国の相互需要関数炉(P,
k"'), x/>(p, k/l) が与えられると，
資本財の均衡世界価格は(10)より相互
需要方程式
(38) 沢炉(P,k"')+vf>xf>(p, k/l) =0 
ただし， 11"'=L"'/(L"'+L/>),
沖 =Lfl/(L"'+Lfl)
により決定される。所与の k"', kl> 
に対し， x(P,k"'), x(p, kl>)はP
の非増加関数であるから， Fig.4で
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明らかなように，相互需要方程式閲は，世界均衡価格 Pを一意的に決定する (3)。従って
P=P(k"', k/3)と表わしうる。
(2.4) 比較静学一資本蓄積と交易条件
さて，相対的要素賦存量の変化が資本財の世界均衡価格に及ぼす効果を分析しよう。 (38)
を k"',k/3について微分して
8が ax/3 . 
(39) 品＝一 1"'記並＝一 v/3声
1誓 +11誓 ・ak/3 1誓＋泥誓
が得られる。聞より，心/dP<Oであり，消費財特化の場合には，閲より紅/8k>O,資
本財特化の場合には，閲より釦／祉く0であるから，前者では aP/ak>O, 後者では
8P/8k<Oとなる。ところで，不完全特化の場合には，閲より，
紅 fr'(k1(ru))
(40) 涵＝知）一幻(ru)〔s(k.(ru)+ru)+ (1 -s)(k1(ru)+ru) 
となり， kc<:桁に応じて紅/8k<:0, 従って 8P/8k<:0となる。
以上をまとめると次の通りである。
(a) kc>k1のケース
〕
もし，一国が資本財に特化していなければ，その国の資本・労働比率の上昇は，常に，
労働集約的な資本財の世界価格を騰貴させる。もし，一国が資本財に特化していれば，そ
の国の資本・労働比率の上昇は，資本財の世界価格を下落させる。
(b) kc<k1のケース(4)
もし，一国が消費財に特化していなければ，その国の資本・労働比率の上昇は，常に，
資本集約的な資本財の世界価格を下落させる。もし，一国が消費財に特化していれば，そ
の国の資本・労働比率の上昇は，資本財の世界価格を騰貴させる。
(2.5) 特化のパターンと要素賦存の状態
さて，要素賦存量と特化のパクーンの関係を分析するために，次の変数を導入しよう。
(41) Amin(k"') =v"'x"'(Pmin, k"') 
(42) Amax(k"')=一だだ(Pmax,炉）
この関数の形状は，消費財と資本財のいずれが資本集約的かによって異なる。・
(a) kc>幻のケース
Fig. Iより，炉が増大するとPmin(k"'),Pmax(k"') は増加し• 他方11"'(1-s"')fr(k"') 
v"'s"'f.(k"') は増大するから， Amax(k"')は右下りとなる。また， は一般に単調ではないpmin(k"') 
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から， Amin(ka,)も単調ではない。
図示すると， Fig.5のようになる。
Fig. 6より明らかなように， fJ国の
相互需要関数沖x/J(p,k/J)はAmax
(ka,)曲線とただ一度だけ交わる。
これに対応する ka,をK菜とすると，
a国が資本財に特化するための必要
十分条件は， K竺;:;;k:である。他方，
)1 /Jx/J(p, k/J)はAmin(ka,)曲線と複
数の交点をもつかも知れず，また全
然交点をもたないかも知れない。後
者の場合は， a国は ka,>k名であれ
ば不完全特化を行なう。前者の場
合， Pが極度に大きくなるとき，
)1 /Jx/J(p, k/J)はAmin(ka,)の下方に
ある。そこで
)1 /J(1 -s/J)fI(k/J)< 
沢sa,fc(ka,)
pmin(ka,)' 
for al ka,>kむ
となる臨界的資本・労働比率 k;*が
存在し， ka,が K品をこえれば a国
は不完全特化し，もし楼＜炉くk:*
ならばa国の特化パターンは消費財
特化か不完全特化かのいずれかであ
ex c.) 
が
Fig. ? 
る。
この K菜は k/Jの増加関数なるこ
とは容易にわかる。しかし， k:*は，
9国が資本財特化の場合には k/Jの
増加関数であるが，¢国が不完全特
化の場合にはk/Jの減少関数である。
(5)このようにして，相対的要素賦存
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量炉．絆は，“国が資本財特化か，消費財特化か，それとも不完全特化かに従って,Fig. 
7 のように 3 つの領域に分類される。 (6) ここで， <1,(l) は資本財特化• <1,(C)は消費財特
化， <1,(1,C)は不完全特化を表わす。
(b) kcく幻のケース
Fig. 2より．炉が増大すると pmsn(k"'),p加 ix(k"')は減少し，他方 11"'(1-s"')X 
だs"'fc(k"')
f1(k"'), ともに増大する。従って， Fig.8のように， Amax(k"')は左下り，
Pmin(k"') 
Amin(k"')は左上りになる。 Fig.8より明らかなように， P国の相互需要曲線泥x13(p,kl3)
は， Amin(k"')曲線，Amax(k"')曲線と，それぞれただ一度だけ交わる。前者に対応する炉
を峠，後者に対応する炉を k:* で表わすと• k"'~ 楼の場合Ii<1, 国は消費財特化，
炉~k品の場合は資本財特化，楼くビ<k品の場合は不完全特化となる。そして， k%, k品
ともに， kl3の増加関数であることも容易にわかる。('1)この3つのパターンに従って，相
対的要素賦存量炉， kl3は,Fig.9のように3つの領域に分類される。
? ? ???
? ? ? 、
?
?
??•I ??
?
??
?ーー
?
????
?
v'辻
Amin(ふ）
＼ 
Amax(ふ） ?
兌‘
Fig. 9 
Fig. 8 
・ (2.6) 貿易のパターンと資本蓄積
さて，いよいよ貿易が各国の資本蓄積径路に及ぽす効果を分析しよう。資本蓄積径路
は'(12)およびU3lより
'43l ki喝—”が (i=a, P) 
で表わされ，これは四を考慮して
8; yi 
鵠 ki=―-nが (i=a,P) p 
となる。以下，貿易のパターンと資本蓄積の関連を吟味していくが，結論は，消費財と資
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本財のいずれがより資本集約的であるかに従って異なる。まず最初，消費財の方が資本集
約的な場合を考察しよう。
(a) kc>krのケー ス
Case I a(I, C), p(I, C) 
両国とも不完全特化の場合， (4)は， U4l,U5l, um. (20), (24), および(31)を用いて，次式のよ
うに表わされる。
が+0>(P(k°',k/J)) 御が／が=S切＇〔桁 {0>(P(k°', k/J))}〕. . , ―” 
弓‘（炉， k/J), (i=a, p) 
ここで， P=P(0>)は均衡価格である。
炉（炉， k/J)を k°'について微分し，⑱,U9lを考慮して
1 B'P°'{ 1 1 } BP/Bk°'(1 1) 
(46) 四・声＝一 kr(Cil)+Cil-k°'+i"d dP/dCil一戸―戸
が得られる。 kc>k1の仮定と比較静学の項より， dp/d<J?>O,BP/Bk°'>Oであり，従って
8炉/Bビ<Oとなる。同様にして
(47) B炉/B炉くO,B炉/B砕くO,B呼IBビ<O,B呼/B坪く0
（芦）炉=O<O, (芦）呼=O<O
Case JI・a(I,C), P(I) 
“国が不完全特化， p国が資本財特化の場合， (4)は,(30)を考慮して次式で表わされる。
(48) 
¥ i•fk"4'f,'(k,(研）） ,. ご—,ea炉,. ") 
絆/k!J=
s/JfI(k/J) 
絆
―n:=rp/J(k°', k/J) 
Case Iの場合と同様にして
幽 8炉/Bビ<O,B炉/B紐>O,B呼/B炉=O, B呼/Bk!J<O
（芦）炉=0 >O, (多）呼=0=0
Case m a(I, C), P(C) 
P国が消費財特化であるから，関を考慮して， (4)は次式で表わされる。
(50) 、
{ ;..l.,~,.f,'(k心））な叩-=炉,... ") 
絆/k!J=
s/Jfc(k/J) 
pk/J ー加三呼(k°',k/J) 
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これより
!.5U a炉/8炉くo, a炉/8絆<O, 8呼/8炉くo, a呼/8絆<O
（芦）炉=O<O, (忠）呼=O<O
Case N a(I), f,(C) 
s"'fr(k"') k"'/k"'= -n弓炉（炉， kl)
k"' 
la { . / .-姐1;;:•i__ ,(炉，")
閲 8炉/8炉くo, a炉;akll=o・, a呼/8k"'>O, 8呼/8紐く0
ぽ）炉=0=0, (岱）呼=O>O
他の可能なケースについても同様
の結論が得られ， (k"'—k/3) 平面は， ． が
Fig. 10のように炉(k叫 k/3), rp/3 
(k叫 k/3) の正負に応じてそれぞれ
2つの領域，合せて4つの領域に分． 
けられる。 k"'=0の曲線は， a国 k' 
が資本財特化の領域における垂直
線， fJ国が資本財特化の領域におけ
る正の傾斜の曲線，および両国とも
資本財に特化していない領域におけ
???
? 、
． ? ?
?
?ー
?．?）??（??
??
??
ー
― ― ?
??
． ?
?，?
? ? ?? 、 ? ?
、? ??―?
? ??
??
ー
?．
??
??
???
??
?
． ． ?
?
?
?｛?
が
Fig. 10 
る負の傾斜の曲線の3つの部分から成り立っている。紳=0の曲線についても同様。そ
れゆえ．，次のような条件を満たす資本・労働比率の一対（石生 k/J)が一意的に存在するこ
とがわかる。
炉(k叫屁）=0 
(54) {呼(kM,油）=0 
もし，両国の資本・労働比率が kM,k/Jであれば，資本蓄積径路において資本・労働比率
は常に kM, k/J のままである。•このような（炉， k/J) は，斉ー状態 (balanced state)な
いしは斉一成長径路と呼ばれる。もし両国の貯蓄性向が等しければ，斉一成長径路におい
て両国とも不完全特化であるが， (8)両国の貯蓄性向がかなり異なれば，いずれか一国が資
本財または消費財に完全特化する公算が大きくなる。
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さて，かかる斉一成長径路は安定であろうか，それとも不安定であろうか。 (4り， (49),(Sl 
および(53)により，微分方程式(4)に対する解 (km(t),kl>(t))は tが無限大に近づくにつれ
て斉一成長径路（石"',kl>)に収束することが容易にわかる。即ち，消費財部門が資本財部
門より資本集約的な場合 (kc>幻）においては，斉一成長径路は常に安定であることが示
された。
最後に，資本蓄積過程における貿易量と交易条件の変化は， (3)一郎）および比較静学の結
論より説明される。両国とも斉一成長径路において不完全特化する場合について， Fig.11
で例示しよう。いま仮に，初期状態がAであるとすると，資本蓄積過程は A→B→C--+D 
→Eのような径路をたどる。初期点 Aでは， a国は9国に比して資本賦存量が稀少であ
り，従って労働集約的な資本財に特化し，¢国から資本集約的な消費財を輸入する。資本
蓄積過程の開始とともに， a国の資本・労働比率は増大し，¢国のそれは減少し， B点に
至る。この間資本財の価格は下落し続け， a国資本財輸出は増加し続けている。 B点で
は，¢国の資本・労働比率は上昇に転じ， a国は C点に達するまでは資本財に特化し，
以後両財を生産し始める。やがて D点に達すると， a国の資本財輸出は減少し始め， ¢ 
国の資本・労働比率も再び減少に転じ，ついには斉一成長径路 Eに達する。
が o((I) 
和 {t:
???（ ?~.1 
????
ャ ?
．~~ 
?
/3(!) 
n" 
Fig. 1 
次に，資本財が資本集約的である場合について検討して見よう。
(b) kc<krのケー ス
Case I a([, C), (i([, C) 
1 c)<p°'{ 1 1 } clP/clk"'1 1 
(46) <p°'+n百巨＝一桁(w)+w―k°"+w面 /d。-(亡k"'+。)
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k.>k1の場合には'(46)は常に負なることが示されたが， k.<k1の場合， 8P/8炉く0'
dp/druく0,-{ k叶 0 ―炉十ru}>oであるから第1項は正となり，全体の正負は一般的
には不明である。しかし， 贔r.»!¾ の項を立ち入って検討してみると，（戦の正負は，
資本財，消費財両部門の代替の弾力性に依存していることが明らかになる。つまり，両部門
の代替の弾力性が十分大きければ 8炉/8ビ<Oとなり，それが小さければ 8炉/Bk'">O
となる。(9)以下，代替の弾力性が大きい場合を a,それが小さい場合を bで示そう。上と
同様にして
(55a) 8炉/8炉くo,a炉/8絆>O,8呼/Bk'">O,8呼/8絆<O
（塁）炉=O>O, (;)呼=O>O
(55b) 8炉/Bk'">O,8炉/8絆>O,8呼/Bk'">O,a呼/8絆>O
（塁）炉=o<O, (塁）呼=O<O
Case I a(I, C), (i(I) 
(56a) 8炉/8炉くo,a炉/8絆>O,8呼/8炉=O,a呼/8絆<O
(;)呼=O>O, (芦）呼=0=0
(56b) 8炉/Bk'">O,8炉/8絆>O,8呼/8炉=o, a呼/8絆<O
（芦）炉=O<O, (塁）呼=0=0
Case m a(I, C), (i(C) 
(57a) 8炉/8炉くo,a炉/BkP<O,8呼/Bk'">O,8呼/8絆<O
（塁）炉=O<O, (芦）呼=O>O
(57b) 8炉/Bk'">O,8炉la絆<O,8呼/Bk'">O,8呼/8絆<O
（辛）炉=O>O, (塁）呼=O>O
Case IV a(I), (i(C) 
(58a) 8炉/8炉くo,a炉/8絆=o, a呼/Bk'">O,8呼/8絆<O
（芦）炉=0=0, (芦）呼=O>O
(58b) 8炉/8炉くP,a炉/8絆=O,a呼/8ビ>O,8呼la絆<O
(dk'") d絆
祁§ 炉=0=0, (記)<pfi= 0 >O 
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以上の結果より， (k°'-k~) 平面に炉= 0, k~= 0の曲線を描くと， Fig.12, Fig. 13, 
Fig. 14などのようになる。 (55a)-(58b)を検討すれば，次の諸点が明らかになる。 (i)
資本財の方が消費財より資本集約的であっても，両部門の代替の弾力性が十分大きいなら
ば，斉一成長径路は安定である (Fig.12)。(i)これに対し， もし代替の弾力性が小さ
く，斉一成長径路において少なくともいずれか一方の国が不完全特化であれば，斉一成長
径路は不安定である(Fig.13)。(ii)代替の弾力性が小さいが，斉一成長径路において両国
とも完全特化する場合には，径路はその領域においてのみ安定であり，大城的には不安定
である (Fig.14)(to)。
以上の検討から，鬼木・宇沢モデルにおいては，消費財部門が資本財部門より資本集約
的であるという資本集約度仮説が採用されているため，斉一成長径路は必らず安定である
が l ??）?? ? ??
、
?
Fig. 12 kc<krで代替の弾力性大
が
Fig. 13 k,<幻で代替の弾力性小
-fi.p 
?ー
?ー ???
??
ー? ? ?? ー
?
?
?
?
?
??
??
d.(I) 
が
Fig. 14 kc<k1で代替の弾力性小
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ことが示されるが，逆に資本財部門の方が資本集約的であると仮定した場合には，斉一成
長径路の安定性は両部門の代替の弾力性の大きさにかかっていることが明らかとなった。
この点は，バーダン{2〕が古典的貯蓄バターンを用いた別個のモデルにおいて明らかにし
た点である。次節において我々は，このバーダン〔 2〕のモデルを吟味することにより，貯
蓄バターンの仮説が動学的国際貿易モデルにおいていかなる役割を果すかを検討したい。
註(1) 鬼木・宇沢〔 7〕では資本財の一定率での減価を考慮しているが，これを無視しても
議論には何ら影響しない。
(2) より詳細な分析については．，鬼木・宇沢〔 7〕p. 21参照。
(3) ケインズ的貯蓄バターンの場合には，このように短期均衡が一意的に存在する。貯
蓄パターンが異なれば必らずしも短期均衡の一意的存在が保証されないことについて
は，〔皿〕， (3.1)を参照。
(4) 鬼木・宇沢〔 7〕は，消費財部門の方が資本財部門より資本集約的であ・るという資本
集約度仮説を終始とっている。
(5) 消費財特化および不完全特化の湯合 axll/8kll>O,資本財特化の湯合8炸/8kll<0 
であるから。
(6) ケインズ的貯蓄パターンで kc>幻の場合，消痰財特化の領域を明確に図示するこ
とはできない。 これに対し， kc<幻の場合には，すぐ後に見るように消費財特化の
領域が確定する。なお，より一般的な貯蓄パターンについて要素賦存量と特化のパタ
ーンの関係を分析したのはバーダン〔 3〕である。
(7) 消費財特化の場合 8炸/8k尻>0'資本財特化および不完全特化の場合8炸/8kll<0 
であるから。
(8) 最初の仮定より，両国の生産技術および人口成長率が等しく，さらに両国の貯蓄率
が等しければ，炉=0曲線と呼=0曲線とは (k"'-k/J)平面において45°線に関して
対称であり，従って必らず45°線上で交わる。
紅., aエ“
ツ“aP/ak"'ak"'1 
沢—
(9) 
dp/dw 
=- -x =- ak"' 
釦心 dがヽ dxfi 
沢十1/J
釦：/l dp 
祁 aP 盃) 1"'瓦刊勺盃
ここで， (40)より ax"'/ak"'は 0 に関係なく一定である。一方(36)より， dx/dwは代替の
w aP/ak"' 弾力性町＝ 朽'(w)が大きいほど大きく，従って は小さい。この場朽(w) dpjdw 
合， arp"'/8k"'<0となりうる。しかし，明確な安定条件は導出できない。
(10) パーダン〔 2〕は，両国とも不完全特化の場合斉一成長径路は大域的に安定であると
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述ぺているが，これは彼が両国とも完全特化の領域に限定しているためである。 (k"' 
-kr;)平面上の任意の点を初期点にとりうる我々の湯合には，代替の弾力性が小さけ
れば大城的には不安定となる。パーダン〔2)pp. 463-464参照。
〔皿〕 バーダンのモデルー古典的貯蓄パターン一
前節の鬼木・宇沢モデルでは，需要条件としてケインズ的貯蓄パターン，即ち国民所得
の一定割合が貯蓄されるという仮説が用いられた。ところで，成長理論においては，いま
一つの貯蓄パターン，即ち賃金所得はすべて消費され，利潤所得の一部が貯蓄されるとい
う古典的仮説がしばしば採用される。さらにまた，資本蓄積をより一層十分に分析するた
めには， レオンチェフ〔 6〕，ボールドウィン〔 1〕のように，インターテンボラルな効用極
大を目指した貯蓄行動を導入しなければならない。本節では，古典的貯蓄パターンを用い
たバーダンのモデル〔 2〕を考察することにより，貿易と資本蓄積の問題における需要条件
の意義を明らかにしたい。
(3.1) 短期均衡の存在と安定
まず，静学的均衡を吟味するために，相互需要関数を導出しよう。貯蓄パターン(25)は
(25)'PY 1=s,rk, 0 <s,~1 
で表わされる(1)。ここで， s,は利潤所得からの貯蓄性向である。資本財輸入需要(32)は
ヽ
s,rk 
(32)'X=―-f1(k1)/1 p 
となり，消費財特化，資本財特化，および不完全特化の13つのパターンに従って
(33)'x(P)=sふ'(k)k/P,for P~Pmin(k) 
(34)' x(P)=s,f/(k)k-f1(k), for虻迎max(k)
f/(k1(w)) 
(35)'x (P)= kc(w)-k1(w) 〔{sふ+(1-s,)k1辺 )k-(k1他）kc} 
for pmin(k)<P<P加ax(k)
である。消費財特化の場合 dxfdp<O, 資本財特化の場合 dx/dP=Oであることは明白
である。不完全特化の場合については，
dx Iiヽ〔 k1 k s,k(kc-k1)2 
(36)'芦＝冗K万2 01w(kc+w)(k-kc)+心(k1+w)(k1-k)- k叶 Ci) 〕
より，もし kc>幻なら dx/如 <Oであり，一方(21)より dp/dw>Oであるから， dx/dp
く0となる。ところが kc<桁の場合には，一般に dx/dwの正負は言えない。いま仮に，
両部門における代替の弾力性が 1に等しいとすると， (36)'は
68 
貿易と資本蓄積（矢野） b9 
(36)"¾=位謹+{sふ+(1-s,泊＋叫ふ〕>O 
となる。一方(21)より dP/d<,J<く0であるから dx/dP<Oである。 つまり， (i)k.>k1 
(ii)呟こ、1(j=C, I)のいずれかの条件が両国において満たされれば dが/dP<O(i=a, 
fl)となり，静学的均衡の一意的存在およびその安定性が保証されるのである。 これに対
し， kc<kr でしかも町が 1 より十分小さければ，血/d~0, dp/dw< 0, 従ってdx/
dP>Oとなる。 この場合， 均衡の存在は保証されず，また，もし均衡が存在したとして
も，その安定性が保証されないことは明白である。
このように，相対価格と輸入需要との関係が，前節のケインズ的貯蓄仮説と本節の古典
的貯蓄仮説とで異なりうることは，経済的には以下のように理解しうる (2)。
(i) ケインズ的貯蓄パターン
まず，消費財の方が資本集約的な場合 (kc>kr), 資本財価格の騰貴 (P上昇）は賃金
率の相対的騰貴 (w上昇）をもたらす。この結果，各部門の資本・労働比率は上昇し(kc,
kr上昇），要素の完全雇用のためには労働集約的な資本財の生産が増加しなければならな
い。他方，貯蓄率一定のため，資本財需要は不変である。その結果，資本財輸入の減少な
いしは資本財輸出の増加（エ低下）がもたらされる。資本財の方が資本集約的な場合 (kc
<kr)には， Pの騰貴は 0 の下落を伴い，その結果kc,krは低下し，資本集約的な資本
財の生産が増加し，需要は不変のため，“は低下する。
(ii) 古典的貯蓄パターン
まず kc>krの場合， p上昇は 0 上昇， k,.k1の上昇を伴い，労働集約的な資本財の
生産が増加する。他方，需要側では，賃金率の相対的騰貴は，利潤所得の相対的分け前を
低下させ(rKがwLに比して下落），その結果資本財需要は減少する。従って，資本財輸
入の減少ないし輸出の増加 (x低下）が生じる。さて，問題になるのは資本財が資本集約
的な場合 (kc<kr)である。この場合， P上昇の結果 Ci)は下落し， kc,krの低下，従っ
て資本集約的な資本財の生産が増加する。他方， 0 下落の結果利澗所得の相対的分け前は
増加し，資本財需要も増加する。これら供給面と需要面の双方を考慮すると，資本財輸入
需要が減少するか増大するか（輸出供給が増大するか減少するか）は一概には言えない。
これを左右するのが代替の弾力性の大きさである。この値が大きければ大きいほど， 0下
落による Kぃ幻の低下は大きく，従って資本集約的な資本財の生産増加は大きくなる。
これが0下落にもとづく資本財需要の増加を相殺して余りあるならば，結局資本財輸入の
減少，ないし資本財輸出の増加が生じる。もし供給増加が需要増加に及ばぬ程度の代替の
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弾力性の大きさであれば，資本財輸入の増加，ないし輸出の減少が生じる。
(3.2) 比較静学一資本蓄積と交易条件
まず，資本財特化の場合には，閥＇より
(59) 紅/8k=-(1-s,)f/-s,klfi''Iく0
となる。ただし， it/'IはIr"の絶対値である。消費財特化の場合'(3)'より
(60) 紅/8k=s,{fc'(k)-klfc''(k)I}
が得られ，。c;;1なら紅/8k>Oである。 (3)最後に，不完全特化の場合'(35)'より
(61) 紅/ak= kcl_!_~I 〔sふ+(1-s,)k叶 0〕
であり， kc~k1 に応じて紅/8k~O となる。他方，心/dP は kc>k1 または o;;;;;;1なら
ば負である。
以上の考察より，両部門の代替の弾力性が 1より小さくない (o;;;1)限り，ケインズ
的貯蓄パターンの場合と全く同じ結論が得られることがわかる。
(3.3) 特化のパターンと要素賦存の状態
前節と同様，消費財と資本財のいずれが資本集約的かにより 2つの場合を考察しよう。
(a) kc>k1のケース
Fig. 1より， dpmin(k"')/dk"'>O,dpm心 (k"')/dk"'>O。(34)'より
(62) 
dAmax(k"') 
dk"'=沢〔(1-s1)fi'(k"')+s1k"'lf吋>O
従って， Fig.15から明らかなように Amax曲線は沖XI曲線とただ一度だけ交わる。
この点に対応する k"'を k;とすると， k"'~k; が a国資本財特化の必要十分条件であ
る。また， k;が KLの増加関数なることも容易にわかる。次に，閲＇より
(63) sgn 五 i四dk"'= sgn 〔侃'(k"')-k1/c'(k"')I }-dpm,n(k"') dk"'x"'〕
が得られ， Ocが1より十分小さければ， fc'(k"')-kl/c''(k"')I< 0となり (4)'また dpmin
(k"')/dk"'>Oより dAmin(k"')/ dk"'く0となる。 Ocが十分大きければ， dAmin(k"')/dk"'>
0となりうる。いま，前者を仮定すると， Fig.15のようになり， Amin曲線は泥XI とた
だ一度だけ交わり， k"' がこの交点に対応する k;* より小さくない (k窄~k;*) ことが， d
国消費財特化の必要十分条件である。またP国が不完全特化の領域では8xfl/8kfl>Oなるた
め k;*Ii klの増加関数であるが， P国が資本財特化の領域では K品は KLの減少関数
である。以上の分析より， (k"'-kli)平面は特化のパクーンに従って Fig.16または Fig.
17のように3つの領域に分類される。
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ゾエ：
Amin (Ii.~ れ）
? ?
v仮P が
v~ が Fig. 15 Fig. 16 
Ii, 
___ ,,,,✓ 
d..(C) 
o((I,C) が、
/ (3(I) 
//// 
h" 
Fig. 17 
(b) k,<krのケース
Fig. 2より dpmin(kM)/d炉く0,dpmax(炉）/d炉く0。(62)より dAmax(kM)/dkrr.>o
であり， (63)より a,~1 なら Am切（炉）/dkM>Oである。従って，既掲 Fig.8のようにな
り， 1/Jx/Jは Amin曲線， Amax曲線とそれぞれただ一度だけ交わる。前の交点に対応す
る炉を k;,後の交点に対応する炉を K品とすれば， K窄ik;,k咤丑品，楼く炉くば＊
が， それぞれ消費財特化，資本財特化， および不完全特化の必要十分条件である。さら
に， k:,k品とも絆の増加関数である。よって，特化のパターンの領域は既掲 Fig.9 
と同様である。
(3.4) 斉一成長径路の一意性と安定性
最後に貿易のパターンと資本蓄積の問題を考察しよう。(5)幽は
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(44)'k'= 
s~ がki
p 
-nki 
となる。
(a) kc>k1のケー ス
Case I ct(J, C), /3(/, C) 
(45)' が/ki=s}f/(k1(w))-n三三<pi(k"',k/3), (i=ct, /3), 
(46)' 
1 a炉 1 8P/8k"' 
＝一
炉十n8k"' k1+w dP/dw 
比較静学の結論より 8P/8k"'>Oであり， また dP/dw>Oであるから， 8匹;a炉く0'
同様にして
(47l'a炉/8k"'<0, 8匹/8kf3<0, 8呼/8k"'<0, a仰/8kf3<0 
（塁）炉=O<O, はり呼=O<O
ところで，
(dk/3) 記 /8k"' 珈 /8k"'dk/3
声・炉=0=―記/8k/3=―珈/8k戸伍）呼=0
であるから，両国とも不完全特化の領域では炉=0曲線と呼=0曲線の勾配は負でそ
の絶対値は等しい。従って，もしこの領域において斉一成長径路が存在するとしてもそれ
は一意的ではあり得ず，炉=0' 呼=0上のすべての点が斉一成長径路となる。以下同
様にして
Case I ct(J, C), /3(1) 
(48)'{ 
k"'/k"'= s~f/(k1(w"'))一戸李(k"', k/3) 
杭/3/k/3=srf/(k/3)一戸寿(k"',k/3) 
(49)' a炉;a炉くo,a炉;a絆>O,8僻/8k"'=0, 8呼;a紐<O
（畠）炉=O>O, (岱）呼=0=0
Case m ct(I, C), f3(C) 
(50)' 
{ l•;••~'1f!(k心））―OE炉(k", "J 
k/3/k/3= 
s仏'(k/3)
p 一年争f3(k"',k/3) 
!5U' a炉"'/8k"'<0, a炉/8kf3<0, 8呼;a炉くo,a呼/8kf3<0 
（塁）炉=O<O, (土）呼=o<O 
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Case N a(I), fi(C) 
k"'/k"'= s,Pf/(k"')-n=炉（炉， kl>)
(52)'{ k/3/kl>=私 '(kl>)
p -n='Pl>(k"', kl>) 
闘I a炉;a炉くo,a炉/ak1>=o, a呼/8k"'>O,8呼;a絆<O
(dk"') dk/3 
声炉=0=0, (が呼=O>O
以上の結果は， Fig.18および Fig.19に示される。なお，前節註(5)で示したように，
両国の貯蓄性向が等しい場合には，斉一成長径路は必らず両国不完全特化の領域にある。
労働者はすべて消費し，資本家はすぺて貯蓄するというロビンソン的貯蓄バターンはこの
スペシャル・ケースであり，斉一成長径路は両国不完全特化の領域以外には存在しえない。
が o((I) 
??丸、タ~? ? ? ?? ． ー
{3(1) 
が
が↑ がod.(I) 
｛わo
払OE
???? ? ? ?
? ?
? ?
f!J(I) 
祐o
が
Fig. 18 Fig. 19・
(b) kc< k1 かつ町 ~1 のケース
Case I <t(I, C), p(I, C) 
(5a)'・ 記／的<O,8炉la紐くo,a呼／和<O,8呼／犯<O
Case I <t(I, C), p(I) 
(56a)'8炉;aビ<O,8炉la絆<o,a呼/8k年 o,a呼/8kl3<0
Case m <t(I, C), P(C) 
(57a)' 8炉;a炉くo,a炉la絆>O,8呼Jak'">o,a呼/8kl3<0
Case IV <t(I), p(C) 
(58a)' 8炉;a炉く0,8'P'"/8kl3= 0, 8呼/8k'">O,a呼;a絆<O
これらの結果を例示すると， Fig.20および Fig.21のようになる。
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が /3(1) 
{~">o 
が0
????? ? ? ?ー~
n" 兌d
Fig. 20 Fig. 21 
以上の第Il節および第皿節の分析を要約すると次の通りである。
(i) 静学的均衡の一意性および安定性は，ケインズ的貯蓄パターンでは必らず保証さ
れるのに対し，古典的貯蓄パターンでは，資本集約度条件 (kc>幻）または代替の弾力性
条件（町~1) がその十分条件となる。
(ii) 資本集約度条件 (kc>幻）が満たされるならば，いずれの貯蓄バターンについて
も斉一成長径路の安定性は保証される。
(iii) 代替の弾力性条件 (a;~1) が満たされるならば，古典的貯蓄パターンについて
斉一成長径路の安定性が保証される。ケインズ的貯蓄パターンについては，明確な代替の
弾力性条件は導出されない。
(iv) 斉一成長径路が両国とも不完全特化の領域にある場合には，その領域内では径路
は安定である。
(v) ゲィンズ的貯蓄パターンでは，安定的斉一成長径路は必らず一意的である。これ
に対し，古典的貯蓄パターンでは，斉一成長径路が両国とも不完全特化の領域にある場合
には決して一意的ではありえない。
註(1) s,= 1とすれば，労働者はすぺて消貴し，資本家はすべて貯蓄するというロピンソ
ン的貯蓄パターンとなるが，この場合，両国の貯蓄パターンは全く同一となるため，
議論が極度に単純化される。
(2) 以下の議論は，労働者も資本家も一部貯蓄するという一般的貯蓄パターンであって
も，資本家の貯蓄性向が労働者のそれより大なる限り同様に成立する。
(3) 代替の弾力性 <1・=
w dk;(w) 
1 k;(w) dw は， UB),U9)を用いて，
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町＝
f/(k1(cu)) {/J(朽(cu))-k1(cu)f/(k1(cu))} 
k1(cu)\f/'(朽(cu)):•t1(k1(cu))
とあらわしうる。ところで
(f. 凸 f;')/力=F;;L; =WL;/杓<1
はi部門の賃金分配率であり， i部門に生産特化している場合には国民所得の賃金分
配率となる。従って，代替の弾力性が賃金分配率より大か小かによって，//~朽It/りと
なる。特に， o;~l は t/>k;lf/'I の十分条件である。 パーダン〔3〕p. 42, p. 43 
の註を参照。
(4) 註(3)参照。
(5) パー ダン〔2〕の斉一成長径路の安定性の証明は，以下の方法とは異なる。ここでは
鬼木・宇沢の方法によった。パーダン〔2〕pp. 461-464参照。
〔1V〕結び
以上，資本財貿易を導入してヘクシャー・オリーンモデルの動学化を行なった鬼木・宇
沢ならびにバーダンのモデルを検討した結果，資本蓄積と貿易の相互関連のメカニズムが
いかに作用するかが明らかになった。最後に，このようなモデルについて若干の制約条件
と今後の発展の可能性を探ってみることも無意味ではなかろう。まず第1は，両国の人口
成長率が等しいという仮定である。これは，資本蓄積を重点的に分析するという意味にお
いて許される仮定かも知れないが，この仮定がなければ斉一成長径路は決して存在しえな
いのであり，かなり厳しい制約条件と言えよう。第2に，技術進歩の問題がある。一様な
ハロッドー中立的技術進歩であれば容易にモデルに導入しうるが，このような限定された
技術進歩は大した意義をもちえない。重要なのは，資本蓄積に体化された技術進歩である
が，この場合，分析は相当困難となるであろう。第3は，資本移動の導入である。低開発
国の経済発展の問題を考察する場合，このことは特に重要である。最後に，効用極大化貯
蓄パターンの問題を挙げよう。資本蓄積の基本的問題がインターテンポラルな効用極大に
ある以上，かかる観点から貿易と蓄積の問題を分析せんとするポールドウィン〔 1〕の着想
を拡充発展させる必要は，非常に大なるものがあると思われる。
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（後記）
脱稿後，柴田裕「経済成長と国際貿易の相互連関」『世界経済評論』 1967年2月号を読
む機会を得た。その論文において柴田教授は，鬼木・宇沢，パーダン，ならびに本稿では
詳述しなかったポールドウィンの諸論文についてすぐれた紹介をされていることを附記し
ておく。
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